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兵庫県におい て，人体肝吸虫症の流行に関する報告は

従来ないが，肝吸虫の第1 中間宿主であるマメタ汢シに

つ いては若干の報告がある．すなわち，　1932年6 月に宮

田が西宮市郊外津門池でマメタニシを 採集 し た こ とを1933

年に長谷川が報告し， 次いで1935 年，泉は神戸市

長田区池田 の引谷池及び西宮市今津ひよ うた ん池でマメ

タニシの棲息を認め，且それら の池に産する淡水魚に肝

吸虫 のメタセルカリアを検出した．更に著者らの1 人杉

原は1954 年に， 芦屋市のひよ うたん 池にマメタニシ の

棲息してい るこ とを記載した．併し乍らこれらの池はそ

の後全部埋 立てられてしまっ た．

其 の後，杉原は1960 年になっ てこ の 地方 のか なり広

範囲 なマ メタニシの分布調査を計画し，明石市 から加古

川市に至 る間の山陽本線 の沿線 の平地，及びその北方 の

台地にあ る大小500 個以上の溜池 のうち，明石市 と加古

郡阿［同村に散在する52 個 の 池について 調査を行ない，

そ のうち，明石市魚住町 の皿池，大久保町 の大池，中谷

町 の新池， カケユ池，甲池の計5 つ の池にマ メタニシ の

棲息を認 めた．更に1961 年3 月に は 中谷町 の青池にも

多数 のマメタニシが棲息してい るのを認 めた．こ の間 の

詳細な点については杉原（1960，　1961，　1962，　1964）の

報文を参照 されたい．

今回 の調査は，杉原のおこなっ たマメタニシ の分布調

査 の結果 をもとにして，それら の池に棲息す る淡水魚に

肝吸 虫のメタセル カリア が存在す るかどうかを検索し，

次で池 の周辺に出没する野犬 の解剖 を行い，又 それらの

池に隣接し てい る部落 の住民 の糞便検査等を実施 するこ

とに よっ て，当地方におけ る肝吸 虫の流 行の現状 を明 ら

か にし ようとし たものである．

本研究に要した費用の一 部は，
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材料 なら びに方法

1 ．淡水魚 から肝吸虫メタセルカリア の検出

上述 の6 個 のマメタニシ陽性池 のうち， カケユ池 は新

池 と通じている為除外し，皿池，大池，甲池，新池，青

池 の5 つ の池に 棲息す る数種 の淡水魚を検査し た．検査

は1964 年8 月 と同年n 月 の2 回行なっ た．検 査法 は魚

の筋 肉を薄 く切 り取 り，2 枚 のガラ ス板 の間に圧平し 検

鏡 する方法 を用い た．

2 ．野犬 から肝吸虫成 虫の採集

1964 年8 月5 日に上述 の5 つ の 池 の 周 辺で 捕獲され

た 野犬 を，そ の附近 の屠 殺場で剖検し，肝 臓及び 胆道を

検 査し，肝吸虫成虫 の採集を行 なっ た．

3 ．肝吸虫感染者 の検索

検査対象は，大池，皿池 に近接してい る明石 市魚 住町

中尾部落 の住民 工59名及び新池，甲池，青池 に近接して

い る中谷町 住民34 名 と，同じ町 にあ る社宅居 住者70 名

鉄道官舎住民21 名 の計284 名 である．

検査は1964 年8 月 に 行 なっ た． 糞便検査の方法は稀

塩酸・ エーテル法に よる沈 澱集卵法 を用い た．

成　 繽

1 ．淡 水魚 の検査成 績

皿池，大池， 甲池，新池，青 池に棲息 する淡 水魚 を，

池 の管理人か ら購入し 検査した．そ の成 績は第1 表の如

く，魚類別 にみると， モツゴ37 ， タモロ55 ， ヤリタナ

ゴ21 ， フナ12 を検査し たが， 肝吸 虫のメタセルカリア

と同定 されるものは全 く見出されなかっ た． 検査数が充

分 とはいえ ない が，こ れらの池 の淡水魚 にお ける肝吸虫
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第1 表　明石市 内のマメタニシ棲息池より得ら

れた魚 につい ての肝吸虫メタセルカリ

ア検索成績
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第2 表　明石市 のマメタニシ陽性 池附 近で捕獲さ

れた野犬 の肝吸 虫寄生 状況（剖 検による）
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メタセル カリアの 濃度は非常に 低い もの と 推定 される

（第i 表）．

2 ．野犬 の検 査成 績

今回剖検した10 頭の 野犬 の 推定年令は1 ～10 才であ

っ た．検査成績は第2 表に示した様に，1 頭 の犬 の肝臓

から43 隻 の肝吸虫が 採集された． こ の犬は大池 の附近

の江井ケ島とい う所で捕獲された大で，推定年令5 才の

雌犬であっ た．この犬が当地で肝吸虫に感染した とは必

ずしも云えないが， 後述する様にこの部落に数名の肝吸

虫感染者が存在する事実を合せ考えると当地感染の可能

性は少 なくない．又犬 の年 令から考えて， ここ 数年以 内

の感染 であるこ とも注 意をす る必要があると考 える（第2

表）．

3 ．住民 の糞便検査成績

マメタニシ陽性池に近接してい る部落 の内，第3 表 に

示す様な4 つ の部落集団からサンプルを得て沈澱集卵法
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第3 表　明石市 のマメタニシ陽性池附近 の住民

の寄生 虫， 特に肝吸虫寄生状況

（稀塩酸 ・エーテル法糞倔f検査に よる）

検 査 対 象

検　 肝
査　 吸
数　 虫

明石市魚住町中尾159
一般住民

明石 市中谷町

一般住民

明石市中谷町
社宅住民

明石 市中谷町

南鉄道官舎住民
一 一

計

（ ％）

－
7

（4．4）

34　　0

70　　0

21　　1 、

284

（4．8）
－

8
（2．8）

鞭　　 蛔　 横吸

虫　　 虫　 川 虫
（％） （％）

10　　　1　　　3
（6．3）

1
（2．9）4

（5．7）0

15

（5．3）

（0

（0

6 ）

0

0

0

（1 9 ）

0

0

0

33

ラ チ

ブ ス

ヂ

2

（1．3）00

1　　3
4）　（1．1）　（0

0

2

。7）

（ 稀塩酸・エールテル法）を用いて検便 を行 なっ た． 検

査 結果 は第3 表に示 す如く，先ず皿池 と大池 の近 くにあ

る魚住町 中尾 部落 では159 名中7 名（4．4％） に 肝吸 虫

の感染 を認めた．又，新 池，甲池，青池な どに近い南 鉄道

官舎 の住民21 名中1 名（4．8％）に感染を見出した．そ

の他 の2 地区計104 名は陰 性であっ た．

これ ら8 名 の 肝吸虫感染 者は， 男子6 名， 女子2 名

で，年令は39 才か ら56 才の間にある．又， 中尾部落 の

感染者は永年当地に居住して きた人々 であるので， 恐ら

くこの地において感染した ものと考え てさしっ かえない

と思 う．

この地方に多 数存在する溜池は灌漑用 と同時 に養魚池

として利用され， ある池は釣堀 りとなっ てい る． 池に産

する淡水魚の処理をしらべてみ ると， コイ，フ ナ等の大

形の魚は主 として阪神方面の料理屋に出荷し， モロコを

はじめ小魚はしばしば附近住民 の食膳に供 され るとい う

（第3 表）．

考　　 察

岡 山県南部及び滋賀県 は古くから肝吸虫の濃厚 な流行

地 として有名であ るが， その中間にあつて，岡山県に隣

接する兵庫県南部 の肝吸 虫浸淫状況 を明らかにするこ と

は興味ある点である．こ の兵 庫県 南部におい て，肝吸虫

の流行 と関係のある報告 は従来多 くない が， 既にのべた

如 く，長谷川（1933），泉（1935），杉原（1960，　1961，1962，　1964）

が当地方 の溜池にマ メタニシ の棲息を認 め

報告した． 一方泉はマメタニシ の棲息してい る池 のモツ

ゴ， ヤリタナゴ，カワバタモロコ，モロコ，スナモ ロコ，

ムツなどに肝吸虫のメタセルカリアを検出した事を 述べ
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ている．更に吉川（1936）は神戸市及び阪神地方の野犬150

頭の剖検及び検便を行ない，その内1 頭（0．7％）

に肝吸虫虫体を見出したという．以上の諸報告から，或

はこの地方の住民の開にも感染者があるのではないかと

考えられたので今回調査を行なっ たのである． その結

果，これらの池の附近で捕獲された野犬10 頭の内1 頭

から43 隻の肝吸虫虫体を見出し，又，附近の部落の住

民284 名巾8 名に肝吸虫の寄生を認めた．感染率は必ず

しも高くないが，この地域において肝吸虫の流行のあっ

たことはほぼ確実と思われる．第2 中間宿主である淡水

魚の検査によれば，今回は125 匹調べてメタセルカリア

を検出することが出来なかった．更に多数を調べれば或

は感染魚を見出し得るかも知れないが，感染率はごく低

いものと推定される．

以上が明石市魚住町周辺における肝吸虫分布の大要で

あるが，現に人及び野犬に感染があり，附近の多数の溜

池には第1 ，第2 中間宿主が存在し，淡水魚は食用に供

されている訳であるから，公衆衛生上注意をはらう必要

があると考えられる．

結　 語

兵庫県明石市周辺には灌漑用水の為の溜池が多数存在

する．その内杉原の調査によってマメタニシの棲息を認

めた6 個の池の周辺地域において肝吸虫の疫学的調査を

行なった．その結果，第2 中間宿主となる淡水魚から肝

吸虫のメタセルカリアの検出を試みたが今回は陰性であ

った．併し，この附近に出没する野犬10 頭中1 頭に多

数の肝吸虫の寄生を認め，更に附近の住民284 名中8 名（2．8％）

に肝吸虫の寄生を認めた．従って当地方はさほ

ど濃厚 では ない が肝吸 虫の流行地 と考え られる．

（92 ）
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CLONORCHIASIS　SINENSIS　IN　AKASHI　DISTRICT　OF　HYOGO　PREFECTURE

MlSAO　NAGAHANA，　Yukio　YOSHIDA，　Kikuo　MATSUO，　Hirohito

SUG ！HARA，　Kaoru　KONDO，　Kiroku　MATSUNO，
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Toshie　SOEJIMA，　Kiyoharu　ASANO　＆　Komei　MITANI

［Akashi 召ealth 　Cenかr，月］yog・乃 ’efect。，7）

There　are　hundreds　ponds　for　irrigation　between　Akashi　city　and　Kakogawa　city，　the

・southern　part　of　Hyogo　prefecture．　In　1960，　Sugihara，　one　of　the　present　writers，　found

凡刀‘afossarul 。j　。，αyz訪 。 ，jc。s，　the　first　intermediate　host　of　CZ。 。，り 沿 圸。 isis，　breeding　m　siχponds

among　them．

The　present　study　was　attempted　to　know　the　degree　of　clonorchiasis　in　man　and　animals

‘in　this　area．　The　results　obtained　are　summarized　as　follows　：

1．　Four　species　and　125　1n　total　number　of　fresh　water　fishes　were　e χamined　for

・clonorchis　metacercaria．　But　no　positive　fish　was　found．

2．　Ten　stray　dogs　captured　around　the　snail－positive　ponds　were　dissected　to　collect

・clonorchis　worm．　It　was　revealed　that　one　dog　harboured　43　clonorchis　adults　in　his　bile　duct．

3．　In　order　to　know　the　eχistence　of　human　clonorchiasis　in　this　area，　stool　eχaminationwas　carried　out　by　means　of

sedimentation　technique　with　hydrochloric　acid　and　ether．　As　the

Tesult，　clonorchis　egg　was　found　in　eight　or　2．8　％　out　of　284　persons　eχamined．

（93 ）
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